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基準不適合発生箇所 

電動トラックのハイカレントヒューズボックスに接続しているハーネスにおいて、分岐部に施している保護

テープによる防水処置が不適切なため、保護テープが損傷するとハーネス内部に水が浸入してハイカレント

ヒューズボックス内で結露水が発生することがある。 

そのため、結露水がハイカレントヒューズボックス内のリレー等に滴下して端子部が被水すると、EV システム

が機能しなくなって走行不能に至る等の不具合が生じるおそれがある。 

改善措置の内容 

全車両、ハイカレントヒューズボックス行きハーネス分岐部に防水テープと防水シートを追加する。 
また、当該ボックス内部のリレー、ヒューズ、ハーネスの端子を点検し、腐食等が認められたものは
修復または新品に交換すると共に、当該ボックス内部に水が浸入していた場合は水を除去する。 

注 ：      は、防水テープと防水シートを追加する部品を示す。 

識別：作業完了車には、ハイカレントヒューズボックスの車両後面に白色ペイントを塗布する。 
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《 結露水の状況 》 

《 ハイカレントヒューズボックス内のリレー等 》 

ハイカレントヒューズボックスの 
蓋裏側に付着した結露水 


